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†2024年度修了（人文学プログラム）

1. はじめに

筆者は，以前から日本語教育の初級段階において，学習
項目としても存在せず，教室でも教えることもない「～の
よ」「～わよ」といった「女性文末詞」が聴解問題の中に
漫然と出現していることが気になっていた。

先行研究によれば，日本語教材（教科書，聴解教材，試
験問題）において，「女ことば」は，実社会の自然会話に
おける使用の10倍以上の割合で出現していることが報告さ
れている（水本・福盛・高田，2009）。学習項目としても
存在せず，教室でも教えることもない「女ことば」が聴解
問題の中に出現していて，果たしていいのだろうか。日本
語学習者が「女性文末詞」を，女性はこのように話すもの
だ，話さなければならない，と思ったとしたら，それはそ
のまま看過していいものなのだろうか。

2024年4月から，認定日本語教育機関や登録日本語教員
の制度が始まり，昨今の世の中のジェンダーに対する意識
の変化の風潮も甚だしいが，日本語教育の教材は時代に追
いついているのだろうか。

本稿では，外枠からの変化に対し，現状の教室の現場の
日本語教育の中で，「女ことば」に焦点を当てて，現場の
中でも時代の変化とともに変化が必要な点があれば，それ
を明らかにしたうえで，いくつかの提案を行いたい。

2.  「女ことば」とは

国語学会編（1980）によれば，女性語の【特質】として
7つが挙げられている。例えば，（１）女性特有の単語を使
う，（２）漢語などの固いことばや野卑な，下品なことば
を避ける，（３）間投詞や終助詞などの強意語を多く使
う。女性特有のものがある，等々であるが，本稿では，上
記の【特質】の中でも（３）の「間投詞や終助詞などの強
意語を多く使う。女性特有のものがある」と書かれた部分

の「終助詞」に着目する。

2.1  「終助詞」の中の「女性文末詞」
国語学会編（1980）によると，終助詞とは，話し言葉の

文末で頻繁に用いられているものだが，地域，性別，年齢
による変種が多いとの記述がある。

本稿では，終助詞全般ではなく，終助詞の中でも，性別
が「女性」であって，「女性」が用いる特徴的な表現であ
る「～のよ」「～だわ」と言うような「女性文末詞」にの
み，焦点を当てる。

2.2  「役割語」
金水（2014）は特定の人物像と強く結びついている言葉

づかいについて「役割語」という概念を提示し，次のよう
に述べている。

ある特定の言葉づかい（語彙・語法・言い回し・イン
トネーション等）を聞くと特定の人物像（年齢，性
別，職業，階層，時代，容姿・風貌，性格等）を思い
浮かべることができるとき，あるいはある特定の人物
像を提示されると，その人物がいかにも使用しそうな
言葉づかいを思い浮かべることができるとき，その言
葉づかいを「役割語」と呼ぶ。

（p.205）
上記の定義によれば，女性特定の言葉づかいとされるも

のは，女性としての役割語と考えられる。日本語学会編
（2018）は，類似の概念である，位相差，社会方言などで
は，現実社会における話し手がいることが必須であるが，

「役割語」は，現実の話し手がいるかどうかは問題ではな
く言語面におけるステレオタイプ的知識の一種である，と
している。であるならば，日本語学習者は女性特定の言葉
づかいを聞いて，発話しているのは女性だと想起する知識
を持つことまで求められてしまうということになる。
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2.3  「女ことば」の歴史
中村（2012）によれば，『女ことば』は自然発生的に女

性が使い始めて生まれたものではなく，つくられたものだ
という。明治5年の学制で，日本の女性が初めて公式に学
生となったときは「女ことば」は存在しなかった。その
後，明治12年に男女共学が廃止された。すると一部の女学
生たちが「てよ」「だわ」「のよ」「こと」などの言葉づか
いを始めた。いわゆる「てよだわ言葉」といわれるもの
だ。中村（2007）は，「女子学生は，「男女は等しく教育
を受けるべき」であるが「女には男とは異なる役割があ
る」という矛盾に対するささやかな抵抗として，このよう
な言葉づかいをはじめたのではないだろうか。」と述べて
いる。その「てよだわ言葉」を今度は，言文一致小説の書
き手がハイカラなイメージとして西洋の若い娘の翻訳に用
いた。さらに，それを読んだ若い女性たちが使うことに
よって「てよだわ言葉」は普及していった。しかし，その
言葉づかいは，良妻賢母教育の反抗とみなされ，それは身
分の低い人達の言葉づかいから生まれたという理由をつけ
られ批判された。果てには軽薄とされ，国語としてみなさ
れなかった。

ところが，第二次世界大戦が始まるとそれが一転した。
植民地支配にあたり，「日本語の優秀さ」や「他国に対す
る優位性」を示すことが必要になると，「女ことば」は格
上げされ国語に組み込まれた。「女ことば」は，天皇制国
家の伝統あるものとされた。

やがて，第二次世界大戦に敗れたが，天皇が統治権を放
棄して「象徴」として生き延びたように，女ことばも天皇
制国家の伝統，大東亜の共通語の優位といった政治的意味
を放棄し「自然の女らしさ」と結びつけられ「女性こと
ば」は生き延びた。

2.4  「女性文末詞」の先行研究
村田（2018）は，母語話者にとって，規範的な位置づけ

となる「学校教育における国語」の最初の段階，すなわち
初等教育一年目の小学校の国語教科書で，「女ことば」を
中心に広い意味で性別語がどのように提示されているのか
を調査している。データの種類は，文部科学省検定教科書
の小学校国語科用（一年生）上巻で，５つの出版社を選び
5冊を調査対象資料としている。データの分析方法として
は，各教科書ごとに人称詞ならびに女性専用の11の文末形
式（「(だ)よ 」，「(だ)ね 」，「(だ)よ ね 」，「 わ よ 」，「 わ
ね」，「わよね」，「のよ」，「のね」，「のよね」，「の（断定）」

「かしら」）が，何回現れたかを全数調査している1)。 
この調査の考察として，女性文末形式として選択した11

の指標のうち，出現したのは，「(だ)よ」「(だ)ね」「わ
ね」「のね」「の（断定）」「かしら」の6形式のみであっ
た。それまでの研究で男女差の縮小傾向が明らかにされて

いたが，実際にこの調査を通じて，女児の発話に「だ」の
使用が多いことが確認できたという。終助詞「わ」は衰退
傾向にあると言われるが，母親の役割語として出現してい
ること，母親の役割が「女ことば」によって象徴されてい
る例が見られることも確かめられたと村田（2018）はま
とめている。

次に日本語教材を扱ったものとしては，水本・福盛・高
田（2009）がある。1994年から2006年の間に出版された日
本語教材合計39種（教科書，聴解教材，試験問題）の調査
において，「女性文末詞」は，実社会の自然会話における
使用の10倍以上の割合で出現していることが報告されてい
る。ただし，この研究は，2009年のもので，日本語能力試
験（JLPT）も改訂前であり，また日本語教材の『みんな
の日本語』も，改定前の古い版のものを資料としている。
そのため，それ以降の日本語教育の教材の調査の余地はま
だ残されているものと考えた。

2.5 女性文末詞の選定
本稿における「女性文末詞」の指標としては，金水

（2014）が2010年以降と新しく，役割語について網羅され
ているため，そこに載っている「女ことば」を根拠とする
ことにした。また，さらに詳しく検討する必要がある際に
は，金水（2003）にも根拠を求めた。

 

前述の先行研究から，村田（2018）及び水本・福盛・高
田（2009）で指標とされた女性専用文末形式と本稿で指標
とした「女性文末詞」のまとめたものが表1である。（但
し，村田（2018）の「わよね」に関しては，母語話者の国
語教科書の調査での出現が「0」，且つ，水本・福盛・高田

（2009）にも選出されていないため載せていない。）
本稿では，表の黄色部分の15形式を選択することとし

た2)。

2.6  「女性文末詞」の接続について
上記のように15形式を選んだが，「終助詞」との区別を

表 1　「女性文末詞」対照表

1) 見せ消しで示してあるのは，終助詞「だ」の不使用（削除）である。
2) 金水（2014）からの選定は○，金水（2003）からの選定は△とした。
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項目にない「女性文末詞」について，山内（2013）が「公
式な学習（Formal　Learning）」と分類するような場面で
どの程度出現するのかを明らかにするために，日本語能力
試験（JLPT）の公式問題集及び初級教科書の調査を行った。

3. 調査方法と資料

上記の調査を行うために，2.5 で選定した15形式が，ど
のくらい出現するのか，調査資料１と調査資料２を全数調
査した。調査はまず，調査資料において，文末が本稿で定
めた「女性文末詞」に該当するもの全ての抽出を行った。
次に表2に則り，1文ずつ文末の直前がどのような品詞であ
るかを確認した上で，本稿で定めた15形式の「女性文末
詞」に該当するかどうかを判定した。

3.1 調査資料１日本語能力試験（JLPT）公式問題集
これは，試験の主催元の国際交流基金，日本国際交流支

援協会編が発行している日本語能力試験（JLPT）の公式
問題集のN1～N5である。現時点では，2012年発行・2018
年発行の2か年分が発行されており，本調査では，聴解試
験部分（即時応答を除く会話部分）のみを調査対象とした。

3.2 調査資料２『みんなの日本語』初級Ⅰ・Ⅱ3) 
『みんなの日本語』は，初級Ⅰは第1課～第25課，初級

Ⅱは第26課～第50課という2冊セットになっている。内容
はそれぞれの課ごとに「文型」「例文」「会話」「練習
ABC」「問題」という構成となっておりこの構成は第1課
から第50課まで変わらない。

本稿における調査は，その中の，会話形式になっている
箇所である「例文」「会話」それから「問題」の中に組み
込まれている聴解問題を対象とした。

4. 結果と考察

調査資料１と調査資料２いずれにも「女性
文末詞」の出現が見られた。以降考察を行う。

4.1 調査資料１日本語能力試験（JLPT）公
式問題集

レベル別に下から見ていくと，両年ともN5
に出現はみられなかった。N4は，例文と2012
年にそれぞれ1回だけ出現が見られた。2018
年には「0」となっている。N１～N3は，2か
年とも，すべてのレベルに出現しているのだ
が，レベルが上がるごとに出現が増加してい
るのではなく，N2に「女性文末詞」の出現が
多いことがわかった。

明確にするためには，その直前につく品詞の接続について
も整理をしなければならない。よって，表1をベースにそ
の接続を表2にまとめた。

表2の1番の「ね」を例に用いて説明したい。そこで，①
「おいしい」（形容詞）②「きれいな」（形容動詞）③「カバ
ン」（名詞）の3つの品詞にそれぞれ「ね」を接続してみる
ことにする。まず，直前の品詞が①「おいしい」（形容詞）
について，最後に「ね」をつけると，「おいしいね。」とな
る。下線部の「ね」は，「ね」の直前の語が「おいしい」
という形容詞であり，文としては成立するが，これは，男
女ともに使用する終助詞の「ね」ということになってしま
う。表2の1番を確認すると，金水（2003；2014）も水本・
福盛・高田（2009）も「ね」が付されていても直前の品詞
が，い形容詞ならば，「女性文末詞」とみなさないとして
いることがわかる。村田（2018）は，「だ」の脱落としてい
るが，仮に，「だ」を入れてみると，「おいしいだね。」と
なってしまう。よって，村田（2018）においても形容詞は

「女性文末詞」とはみなさない，という解釈ができる。
次に，直前の品詞が②「きれいな」（形容動詞）や③

「カバン」（名詞）の場合を考える。「ね」をつけると「き
れいね。」や「すてきなカバンね。」となり，表2の金水

（2003；2014）も水本・福盛・高田（2009）も「女性文末
詞」とみなしている。村田（2018）が「だ」の脱落とし
ているものにおいても，それぞれに「だ」を入れてみる
と，「きれいだね。」「すてきなカバンだね。」となり，男女
共用のジェンダーレスな表現となる。村田（2018）も

「だ」の脱落，「きれいだね。」「すてきなカバンだね。」を
行うことにより，「きれいな」（形容動詞）や「カバン」

（名詞）についた「ね」は「女性文末詞」であるとしてい
る。よって，表2における接続の表現はそれぞれである
が，３つとも，何を「女性文末詞」とするかという点にお
いては，同様のものを指していると言ってよい。

本稿では，文末詞をこのように定めた上で，初級の文法

表 2　「女性文末詞」の接続（直前の品詞）のまとめ

3) 以降2冊合わせて『みんなの日本語』と表記する。
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では，「会話」部分での出現は皆無であり，「例文」でも出
現は1回だけだった。それは『みんなの日本語』Ⅱの第41
課の例文の2でお母さんが子供に「だめよ。」と言い聞かせ
る表現であった。教科書の文字ベースとしての「女性文末
詞」の出現は，それのみであった。

 

ここで，問題にすべきなのは，圧倒的なシェアを誇る教
科書の「聴解」部分に12回もの出現があったということ
だ。文字ベースではなく，「聴解」の問題で出現していると
いうことは，そこに「刷り込み」が起こり得ると思われる。

また，調査資料１の日本語能力試験（JLPT）N4で出現
が確認できた「ね」と断定の「の」について，それらが

『みんなの日本語』に出てきているのか，確認をしておく
必要があった。結果としては，文字ベースでの出現はな
く，『みんなの日本語』Ⅱの「聴解」部分に「ね」が3回，
断定の「の」が1回の出現がみられた。（図4）

 

よって，『みんなの日本語』の「聴解」で出現している
「女性文末詞」が日本語能力試験（JLPT）の聴解問題N4
でも出題されているということになり，その点においては
整合性が取れていることがわかった。

最後に，調査資料１及び２で，どのような「女性文末
詞」が使われていたのかをまとめる。

まず，調査資料１の日本語能力試験（JLPT）公式問題
集では，選定した15形式のうち「だね」「だよね」「かしら
ね」「てね」「のだ」「のか（疑問）」「のだね」「のだよ」

「のだよね」「だよ」「てよ」「わ」「わね」「わよ」の「なさ
いね」を除く14形式の出現が確認できた。

調査資料２の『みんなの日本語』では，選定した15形式
のうち「だね」「てね」「のだ」「のか（疑問）」「だよ」の5
形式の出現が確認できた。そのうちの「だよ」だけは，聴
解の音声のみならず文字ベースで1回出現があった（先述
した『みんなの日本語』Ⅱの第41課の例文の2でお母さん

2か年の比較をすると，2012年に比べて，2018年の方が
「女性文末詞」の出現がかなり減少していることが明らか
になった。特に，2018年の問題において，N１とN4に至っ
ては，「0」という結果であった。この結果から，N1～N5
まで近年のジェンダーレスな社会の風潮に合わせて問題が
考えられているのではないかと推察する。にもかかわら
ず，例文に同じものが使用されており，そこに「女性文末
詞」が出現しているので，そこに対する配慮の余地は残さ
れたままのようである。（図１）

 

次に図２でまとめたのは，各レベルで出現した「女性文
末詞」であるが，「だ」が脱落した形の「ね」に関しては，
N1～N4まですべてに出現している。「のよ」もN1～N3ま
で出現がみられた。N1だけにみられたのは「かしらね」
であった。「のよ」もN4以外では出現しており出現度の高
い「女性文末詞」といえる。全体として，本稿で選定した
15形式の指標において，「なさいね」以外は，すべて出現
が確認できた。『みんなの日本語』を終了することで想定
される日本語能力試験（JLPT）の合格はN4である。従っ
て特にN4で出現が確認できた「ね」と断定の「の」につ
いて『みんなの日本語』に出てきているのか，次項の調査
資料２の結果で確認をしておく必要がある。

4.2 調査資料２『みんなの日本語』
下記の図3のとおり，『みんなの日本語』のⅠよりⅡのほ

うに多く「女性文末詞」の出現が見られた。ただ，初級の
１冊目である『みんなの日本語』Ⅰの聴解に1回でも出現
があったことは特筆すべき点だろう。総じて「会話」「聴
解」「例文」の中で出現が圧倒的に多かったのは音声の

「聴解」であった。文字として現れる部分（文字ベース）

図 1　日本語能力試験（JLPT）2012・2018 年の
「女性文末詞」出現数比較

図 2　各レベルで出現した「女性文末詞」

図 3　『みんなの日本語』における「女性文末詞」出現箇所

図 4　『みんなの日本語』で出現した「女性文末詞」
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詞」の使用についての処遇の議論が進むことを切望する。
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調査資料１日本語能力試験（JLPT）公式問題集
『日本語能力試験公式問題集N1』（2012）凡人社
『日本語能力試験公式問題集N2』（2012）凡人社
『日本語能力試験公式問題集N3』（2012）凡人社
『日本語能力試験公式問題集N4』（2012）凡人社
『日本語能力試験公式問題集N5』（2012）凡人社
『日本語能力試験公式問題集N1』（2018）凡人社
『日本語能力試験公式問題集N2』（2018）凡人社
『日本語能力試験公式問題集N3』（2018）凡人社
『日本語能力試験公式問題集N4』（2018）凡人社
『日本語能力試験公式問題集N5』（2018）凡人社
調査資料２『みんなの日本語』
『みんなの日本語』初級Ⅰ第二版（2012）スリーエー

ネットワーク
『みんなの日本語』初級Ⅱ第二版（2013）スリーエー

ネットワーク

が子供に「だめよ。」と言っている箇所）。それ以外は，調
査資料１及び２の調査において，全て聴解という「音声」
としての「女性文末詞」の出現であった。

初級では「女性文末詞」を教える文法項目が設けられて
い な い。 に も か か わ ら ず， 公 式 な 学 習（Formal　
Learning）に位置づけられる日本語能力試験（JLPT）公
式問題集と『みんなの日本語』の聴解問題に「女性文末
詞」が多く出現しているということが本調査で明らかに
なった。

5. おわりに

本稿で研究対象を「終助詞」ではなく，「女性文末詞」
としたことには，理由がある。それは女ことばの歴史で見
たとおり，「女性文末詞」には，女性に対する差別という
ものが内在しているからである（中村2007；2012）。

本稿の女性文末詞の調査の結果，日本語能力試験
（JLPT）では少ないけれどもN4からの出現が認められた
うえ，さらには，『みんなの日本語』においても出現が確
認できた。『みんなの日本語』は，N4からN3の合格に相当
するものである。ところが「女ことば」について教授する
文法項目は設けられていない。教えてもいないのに，日本
語能力試験（JLPT）の聴解問題に出現してしまうという
のは，本来あってはならないことではないだろうか。「女
性文末詞」が正式な教授項目に入っていないということ
は，現実には使われていない「役割語」にすぎないはずの

「女性文末詞」が，それが「役割語」であるという意識を
もたないまま，「女性文末詞」が「望ましい言葉づかい」
として刷り込まれてしまう可能性が否定できない。

「女性文末詞」は単なる「役割語」ではない。女性差別
を含んだ役割語なのであり，それを公式な学習の現場で使
うことは，公式な学習の場に女性差別を持ち込むことに他
ならない。

学習者が万が一，女性だからといってこういう言葉遣い
をしなければいけない，あるいは使用することが期待され
ている，と思ってしまったら，それは実態とまず乖離す
る。そして，「女ことば」というもの自体が女性の差別と
関わっているという観点から見れば，それを「刷り込み」
という形で教えるのは決して望ましいものではない。

聴解問題であれば，男女の音声があれば，そこに「女性
文末詞」は必要ではないだろう。改善の余地があるとすれ
ば，「女性文末詞」に特徴的な「だ」の不使用をやめ，ど
ちらも使用できるジェンダーレスな表現に改めればよいは
ずだ。社会の流れに沿って，日本語教育の中でも，「女性
文末詞」の使用を控えていく必要があるだろう。

せっかく，日本語教育の法制度がようやく整い，動き出
し，いまだかつてないほどの変革期を迎えたのである。こ
れをきっかけに，次の段階として「公式な学習（Formal
　Learning）」である日本語能力試験（JLPT）と『みん
なの日本語』に入り込んでいる差別用語である「女性文末


